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   Recurrence rate and symptoms after chemotherapy against acute uncomplicated cystitis 
(AUC) were studied. Upon completion of a 7-day treatment with two regimens, one of CEX 
alone (Group C) and the other of a combination of CEX with Lysozyme  (Neuzym®) 
(Group L), at a dose of  1 g CEX daily, efficacy of the drugs was assessed according to the 
criteria established by the UTI Study Group. The forty one cases in Group C and 38 cases 
in Group L showing an excellent response were evaluated for recurrence. The rates of 
recurrence were  12.2  % in Group C and  21.1  % in Group L during the first 7 days after 
treatment. In recurrent cases, bacteriuria was seen in  84.6  % (11/13), pyuria in  53.8 
(7/13) and miction pain in  30.8% (4/13). Thus, bacteriuria and pyuria should be the items 
of the  criteria for AUC recurrence. 





















































Fig.2.再発 判 定 基 準
症よりの経過が2週 間以内のものとした.
2)投薬方法,観 察および判定時期(Fig.1)
治療 群は 二群で,使 用 抗生 剤は いず れもLong-
actingcephalexin(一般名セファレキシン複粒,以
下CEXと する)で,一 群は消炎酵素製剤である塩











































































































































































す.平 均年 齢 は,C群47.4歳,L群43.3歳 であ り,両
群 間 に 有 意 差 は なか った.こ れ ら再 発 判 定 症 例 の投 薬
開 始 前 分 離 菌 の 菌種 分布 を示 す(Fig.5),両 群 と も
E.coliが大 部 分 を 占め て い る.こ れ ら起 炎 菌 の うち,
GEXに 対 す るMICを 測 定 しえ た ものに つ い て,
両 群 別 に そ の分 布 を 示 した もの で あ るが,有 意 差 を認
め な い(Fig。6).
3)再 発 判定 成 績(Fig.7)
i)14日目で の再 発 率 は,C群 で12.2%,L群 で
21.1%で有 意 差 は な く,再 発 予 防 に 関 す るLysozyme
の 併用 効 果 は 認 め られ な い.21日 目判 定 は,14日 目に
ひ きつ づ き,そ の7日 後 に来 院 した患 者 を 対 象 と した
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Fig.7.再発判定成績
%で あ り,同 様 に差 は み とめ られ な か った 。
ii)再発 例 の各 所 見 の推 移 を投 薬 前,3日 目,7日
目,14日 目お よび21日目で み る と,C群(Table1)
の5例 中,14日 目で104/m1以上 の細 菌 尿 の認 め ら れ
た もの が3例(Casel～3)で あ り,こ れ ら の うち2
例(Casel,2)で膿 尿 が 認 め られ て い る.ま たCase
4で は 正03/mlの細 菌 尿 のみ が 認 め られ,Case5で
は膿 尿 と排 尿 痛 が 出現 し て い るが 細 菌 尿 は な い.こ れ
らの うち,21日 目に も来 院 し検 索 し え た の は,Case
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1,3,5の3例 で,Case1で は,菌 種,MICと も
14日目 と同 じE.celiが104/m正認 め られ るが,膿 尿
は 消失 して お り,Gase3で は1(・Pneumoniaeの菌量
が 減 少 して い る.Gase5で は,膿 尿,排 尿 痛 と も消
失 した反 面,E.eoli,P.mirabilisが出現 して い る.
これ ら5例 で の投 薬 前 の菌 種,MICと,14日 目再 発
時 の それ ら の比 較 では,Case2以 外 は 不 一 致 で,再
感染 が 示 唆 され た.L群(Table2)に お け る 再 発
例8例 では,14日 目に103/ml以上 の 細 菌 尿 が 認 め ら
れ た も のが8例 中7例(CaseI～7)で,そ の うち
104/血1以上 の もの は4例(Case1～4)で あ った ・
また,前 者7例 中膿 尿 を伴 うも のが5例 であ った.投
薬 前 と14日目 の菌 種 お よびMICを 比 較 す る と,菌 種
が 同 じで,か つMICが 同 じか あ るい は 一段 階 の 差
異 のみ を 示 した もの はCase1,2,5の3例 で,
これ らは 同 一 菌 に よ る再 燃 と考 え られ た.Case1で
は,21日 目で も同 一 と思 わ れ る 忍o読 が 分離 さ れ て
い るが,Case4,7で は21日目で 治癒 傾 向が 認 め ら
れ る.
iii)再発 検 討 例 に お け る7日 目か らの菌 陰性 化維 持
率 は,14日 目でC群90.2%,L群81.6%,21日目でC
群68.4%,L群85.7%と,21日目で は リゾチ ー ム併 用


















































































F三g.9.14日目 と21日目に お け る所 見 の 比 較
一C群(19例)一















































もいえるが,こ の くい違った2例 は上述のごとく再発
守殿 ・ほか:膀胱炎 ・再発 525























































































































隅 著 効 有 効 無 効
2#器1;1:認ユ・戸11黙;1・sll∴爲





























Fig.H.有 効 例(7El目)の 経 過 に 関す る検 討
なしと判定されたとしても臨床上はなんら問題がない
ものと考えられる.再発はC群 で1例,正 群で2例 と,
この判定基準によると再発例が少なかった.







































タイ ドで分子量は14,500である.リ ゾチームは,あ る
種の細菌を溶解する作用819)を有 し,ま た,好 中球の
貧食能を 促進8)し,抗生剤の効果を増強するlo)とい
われている.さ まざまの リゾチームのうち卵白か ら
精製された リゾチームが現在製品化され,日 常の診療
に用いられている.い っぼ う,再発判定の基準は,現
在UTI研 究会で試案 として検討中のもの,お よび大
越 ら2)および石神ら4)がNAお よびCCLの 治療
後再発率の検討で用いたもの(前述した ようにUTI
薬効評価基準の患者条件を指標とした基準)で,そ れ













再発時 とを比較すると,一 致する ものと不一致のも
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